
オイスカ広州日本語幼稚園便り

早いもので２０２３年度もあっという間に結びの時期を迎えました。入
園・進級したばかりの頃に比べ、できなかったことができるようになり、心
も身体も大きく成長した子どもたち。４月からもオイスカっ子として、元気
いっぱい輝いてくれることでしょう！
さて、今月は発表会などの様子を紹介いたします。

「鬼は外、福は内」と言えば節分です。節分の会に

向けて、子どもたちは豆入れを製作したり、豆を投げ

る練習をしたりしました。前日には「鬼なんて怖くな

いよねー」「そうだよねー」と自信に満ち溢れた様子

もありましたが…。鬼が出てくると、前日までの自信

はどこへやら、皆一目散に逃げだしていました。それ

でも年長さんを筆頭に、勇気を出して鬼を退治しする

ことに成功！頑張った皆は無病息災で一年を過ごす

ことができるでしょう。

様々な動物になりきって可愛らしく演じました。
名前を呼ばれたときには元気よく「はーい！」と返事
をする姿も。

大勢の人の前で演じたり歌ったりすることを初めて経験する子が多く、緊張する姿もありましたが、どの学年も

子どもたちが楽しんで取り組んできたことが良く分かる発表会でした。この他にも年中・年長は合奏にも挑戦して

います。

節分の会

発表会

２歳児・年少組 『美味しいシチューを作ろう！』 年中組　『ポンタの自動販売機』

それぞれの動物にあった動きを自分たちで考えな
がら表現していました。手作りのお面も劇の雰囲気
にぴったりでした。

子どもたち同士で台詞の掛け合いを行ったり、大
道具も自分たちで出したりしました。面白い台詞や
動きにお家の人も笑いを堪えられないようでした。

年長組 『どろぼうがっこう』 全体合唱『幸せなら手をたたこう』『友だち賛歌』

『友だち賛歌』は日本語、『幸せなら手をたたこ
う』は中国語で歌いました。中国にいるからこその
体験も大事にしています。
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